
も
問
題
が
生
じ
て
い
る
事
か
ら
対
応
策

を
考
え
る
こ
と
が
急
務
の
課
題
で
す
。

２
点
目
は
、
防
災
へ
の
対
応
に
つ
い

て
で
す
。

昨
年
６
月
に
自
治
会
・
自
主
防
災
会

両
連
合
会
の
役
員
で
3
・
11
の
被
災
地

で
あ
る
岩
手
県
に
出
向
き
、
自
ら
の
防

災
対
策
の
問
題
点
を
探
り
ま
し
た
。
役

員
が
胸
を
強
く
打
た
れ
た
の
は
、
防
災

対
策
の
基
本
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」、「
家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
」
こ

と
の
大
切
さ
で
し
た
。

こ
の
教
訓
を
受
け
防
災
意
識
を
高
め

て
行
く
と
の
思
い
か
ら
行
政
の
対
応
も

含
め
「
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
作
成
し
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
3
・
11
を

「
家
庭
防
災
の
日
」
と
決
め
、
家
庭
の
中

を
家
族
み
ん
な
で
点
検
す
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
学
校
に
も
お
願
い
し
、
当

日
は
子
供
達
自
ら
が
校
内
放
送
を
使
っ

て
啓
発
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
取
組

み
で
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
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『
総
会
時
会
長
あ
い
さ
つ
』

自
治
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
連
合
会
の
「
安
全
安
心
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
み
に

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
思
っ
て
い
る
こ

と
を
２
点
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

自
治
会
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
で
す
。

具
体
的
に
は
、
自
治
会
長
の
選
出
は

も
と
よ
り
組
長
と
か
班
長
の
選
出
ま
で

も
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
況
で

す
。
ま
た
、
草
刈
り
な
ど
の
奉
仕
作
業

や
自
治
会
財
政
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

も
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
食
事
の

支
度
や
掃
除
、
買
い
物
等
自
分
一
人
の

生
活
だ
け
で
も
大
変
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

班
長
・
組
長
職
を
免
除
す
る
制
度
を
確

立
し
て
ほ
し
い
」
と
の
封
書
が
私
あ
て

に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
の

や
り
方
が
あ

り
ま
す
の

で
、
連
合
会

で
一
つ
の
道

筋
を
作
る
こ

と
は
難
し
い

こ
と
で
す

が
、
こ
の
よ

う
な
実
情
を

は
じ
め
他
に

あ
っ
た

と
思
い

ま
す
が
、

こ
れ
か

ら
も
毎

年
こ
の

取
組
み

を
進
め

地
域
防

災
力
を

高
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
総
会
に
お
け
る
意
見
と
回
答
』

●
意
見　

連
合
会
の
運
営
に
つ
い
て
、

3
0
4
自
治
会
が
す
べ
て
参
加
し
た
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
運
営
を
お
願

い
し
た
い
。

●
回
答　

連
合
会
の
運
営
は
、
三
役
会

で
十
分
協
議
し
、
理
事
会
に
諮
り
承
認

を
得
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

31
の
地
区
自
治
会
の
会
議
が
月
１
回
程

度
開
催
さ
れ
、
連
合
会
の
報
告
や
自
治

会
長
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、
理
事
会
に

反
映
さ
れ
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
支
部
に
お
け
る
会
議
や
研
修

会
等
の
開
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
運
営
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
指
摘
を
受
け
止
め

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

  

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

  

防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て

自治会連合会長

杉田 友司

磐田市自治会連合会総会

役員・自治会長表彰
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「
組
織
の
原
点
は
求
心
力
」「
最
強
の
安
全
は
人
と
人

の
つ
な
が
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
上

位
下
達
）
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
下
位
上
達
）
の
バ
ラ
ン

ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在
感
を
認
識
で
き
る
地
域
社
会
。

具
体
的
に
は
市
政
へ
の
関
心
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
、
地
区
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
、
会
員
の

資
質
向
上
と
交
流
、
環
境
美
化
、
多
文
化
共
生
社
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
も

遠
慮
な
く
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
一
体
感
、
そ
の
中

心
に
い
る
自
治
会
長
を
盛
り
上
げ
、
協
力
す
る
皆
さ
ん

も
い
る
。「
情
熱
・
笑
顔
は
世
界
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
」

見付地区長
鈴木 誠

中泉地区長
水野 勲 

天竜地区長
吉添 繁雄

今之浦地区長
樋口 榮造

於保地区長
池田 憲保

井通地区長
足立 佳津雄 

大藤地区長
池端 常雄

岩田地区長
田中 健作

田原地区長
元場 千博

御厨地区長
鈴木 俊雄

向笠地区長
戸田 早苗

南御厨地区長
藤原 孝一

池田地区長
兼子 孝宏

富岡西地区長
島岡 信生

豊田東地区長
伊井 正武

青城地区長
大澤 房男

●
磐
田
支
部

支
部
長（
西
貝
地
区
長
）

神
谷 

五
郎

●
豊
田
支
部

支
部
長
　
村
上 

勇
夫

長野地区長
石川 和典

歴
史
と
文
化
を
重
ん

じ
、
更
に
発
展
を
目
指

す
豊
田
地
区
の
気
質
は
、

平
成
３
年
豊
田
町
駅
設

置
に
象
徴
さ
れ
る
。「
先

見
の
明
」
を
持
ち
行
動

す
る
人
が
多
か
っ
た
。

防
災
へ
の
備
え
、
青
少

年
健
全
育
成
な
ど
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
は
豊
田

の
誇
り
。
今
は
社
会
貢

献
を
目
指
す
団
体
個
人

も
多
く
活
気
が
あ
る
。

社
会
構
造
の
変
化
や
価

値
観
が
多
様
化
す
る
時

代
で
も
、
安
全
で
安
心

な
生
活
環
境
の
維
持
を

目
指
す
自
治
会
活
動
は

不
可
欠
。「
自
分
も
参
加

し
て
住
み
良
い
地
域
を

作
る
」
心
意
気
と
行
動

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度

支
部
長
・
地
区
長
の
ご
紹
介

25
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北地区長
澤口 勇司

東地区長
堀内 敬史

南地区長
古川 榮一

北地区長
深田 研典

中島地区長
平野 栄司

福田南地区長
星野 矩昭

東地区長
小木 秀市

西部地区長
鈴木 一郎

福田東地区長
寺田 一秀

福田西地区長
土井 通雄

豊浜地区長
加藤 博信

北部地区長
杉浦 聖

●
竜
洋
支
部

●
豊
岡
支
部

支
部
長（
西
地
区
長
）

府
川 

光
利

●
福
田
支
部

支
部
長
　
川
島 

安
一

支
部
長
　
仲
川 

勝
彦

「
安
全
で
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し
行
政

と
住
民
の
間
を
繋
ぐ
べ
く
自
治
会
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、「
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
基
に
自
助
・
共
助
の
で
き
る
ま
ち
に
、

防
犯
・
交
通
は
高
齢
者
・
若
年
者
へ
の
安
全
対
策
、

ま
た
環
境
・
ゴ
ミ
等
、
問
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。「
隣

の
顔
の
見
え
る
ま
ち
」
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

若
輩
者
で
す
が
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

『
自
治
会
活
動
を
一
歩

前
へ
！
』　

地
域
の
人
と

人
の
繋
が
り
が
年
々
薄
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
高
度
成

熟
社
会
で
は
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
解
決
し
て
い

く
「
自
治
」
が
一
層
大
切

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
多

く
の
自
治
会
で
は
、
役
員

が
一
年
で
交
代
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
か
ら
、
な
か

な
か
そ
の
活
動
を
発
展
さ

せ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
防

犯
や
防
災
、
地
域
福
祉
な

ど
の
多
様
な
課
題
に
対
し

一
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ

う
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
取
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
単
位
自
治
会
が
抱
え

る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
、

地
域
や
経
済
環
境
の
変

化
、
加
え
て
大
規
模
地
震

へ
の
不
安
等
々
に
と
も
な

い
単
位
自
治
会
の
み
の
力

で
は
解
決
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
共
通
し

て
抱
え
る
課
題
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
隣
接
自
治
会
や
地
区
及
び
支

部
連
合
自
治
会
が
、
と
も
に
連
携
、
協
力
し
合
っ
て
課

題
に
立
ち
向
か
っ
た
ほ
う
が
安
全
安
心
な
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
へ
の
早
道
で
す
。
そ
う
し
た
単
位
自
治
会
を

つ
な
ぎ
、
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3



24
年
度
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

6
月
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
（
岩
手

県
山
田
町
・
大
槌
町
）
へ
行
き
、
被
災
地
の

状
況
や
避
難
所
運
営
、
要
援
護
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
対
応
等
に
つ
い
て
地
域

の
防
災
活
動
に
役
立
て
る
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
視
察
か
ら
、「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
・
家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
」
と
い
う

「
自
助
意
識
」
を
一
人
ひ
と
り
が
強
く
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
9
月
に
は
磐
田
市

民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
助
・
共
助
」
の
意
識

を
高
め
地
域
防
災
力
を
強
め
て
い
く
た
め
の

5
つ
の
柱
「
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
、
自
治
会
や
自
主
防
災
会
、

各
種
関
係
団
体
へ
の
周
知
活
動
や
協
力
依
頼

等
を
実
施
、
各
柱
の
取
組
み
を
推
し
進
め
ま

し
た
。

特
に
、
3
月
11
日
を
「
家
庭
防
災
の
日
」

と
定
め
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

行
動
す
る
よ
う
提
唱
し
ま
し
た
。

費　　目 収入額（円） 説　　　　明

会　　　 費 1,690,000 単位304自治会、連合会専任役員34名より会費5,000円ずついただいております。

交　 付　 金 10,593,200 市9,600千円日赤社費交付金993千円

負　 担　 金 1,131,000 役員視察研修等の参加者負担金です。

前年度繰越金 722,182

雑　 収　 入 381 預金利息

合　　　 計 14,136,763

費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,690,000

交　 付　 金 10,000,000

負　 担　 金 630,000

前 年 度 繰 越 金 565,392

雑　 収　 入 608

合 　 　 計 12,886,000

費　　目 予算額（円）

会　 議　 費 600,000

事　 務　 費 2,745,000

助 成 費 6,100,000

視 察 研 修 費 986,000

事 業 部 活 動 費 2,155,000

負　 担　 金 200,000

予　 備　 費 100,000

合 　 　 計 12,886,000

費　　目 支出額（円） 説　　　　明

会　 議　 費 388,953 総会、三役会（年間14回）、理事会（年間10回）、各会議資料作成費等

事　 務　 費 2,632,901 役員手当、出張旅費、弔慰見舞金、事務用品、傷害保険料、郵便料、インターネット環境維持経費等

助 成 費 5,750,000

支部活動を支援し、地区活動の促進を図るため
各支部に助成金を交付しています。
基本額：1自治会あたり10,000円
加算額：地区活動加算額として、１自治会あた
り5,000円
また、地区安全会議の防犯活動を支援するため
助成金を交付しています。
1団体70,000円×17団体

視 察 研 修 費 2,558,800 東日本大震災被災地へ役員34名が視察しました。

事業部活動費 2,093,217
広報紙印刷代
自治会長コミュニティハンドブック印刷費
防犯・環境美化啓発ポスターコンクール実施経費
防犯パトロール用品購入費　等

負　 担　 金 147,500 県自治会連合会負担金　等

予　 備　 費 0

合　　　計 13,571,371

平
成　

年
度 

事
業
・
収
支
報
告

24

平
成　

年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算

25

 収　入

 収　入  支　出

＜ 平成 24 年度 収支報告 ＞

＜ 平成25年度 予算 ＞

 支　出

【
25
年
度
事
業
・
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方
針
に
、
次

の
８
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

　

 

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

　

 

市
政
懇
談
会
、
市
三
役
及
び
市
議
会

　

 

と
の
懇
談
会
等
の
開
催

２ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

 

自
治
会
連
合
会
と
自
主
防
災
会
連
合
会
の

　

 

組
織
編
成
検
討

３ 

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

４ 

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

　

 

自
治
会
長
情
報
懇
談
会
の
開
催

５ 

環
境
美
化
の
推
進

６ 

広
報
活
動

７ 

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

８ 

協
力
事
業

　

 

地
域
福
祉
や
青
少
年
健
全
育
成
、

　

 

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
協
力

【
専
門
部
主
要
事
業
】

〈
総
務
部
〉

●
連
合
会
だ
よ
り
の
発
行

●
自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〈
環
境
部
〉

●
環
境
美
化
統
一
行
動

●
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

●
環
境
施
設
等
の
視
察
研
修

●
環
境
美
化
指
導
員
と
の
懇
談
会
開
催

〈
住
民
安
全
部
〉

●
地
区
安
全
会
議
へ
の
助
成
と

　

地
区
相
互
の
情
報
交
換
会
開
催

●
防
犯
研
修
会
の
開
催

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進

●
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

4


